




















式が追加されている（Groves, Fowler, Couper, 










る（Kohno, Kuriyama, Morimoto, Tanaka, and 






になる（Barabas and Jerit 2010）。世論調査実験
は，米国におけるプロジェクト（Time-sharing 
Experiments for the Social Sciences, TESS）で
は，CATI とウェブ調査によって行われている
し，日本においては訪問型CASI調査4 の試みも

























































































































































































































































































































































社 会 的 期 待 迎 合 バ イ ア ス（Social Desirability 
Bias, SDB） の 軽 減 で あ る（Kreuter, Presser, 






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 5  日本における初めての訪問型 CASI 調査は， 田中愛
治教授を中心に計画され，2007 年に早稲田大学経済学
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